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事業名：
天王寺大和川線

所在地：
阿倍野区天王寺町南１丁目～住吉区山之内元町

目的：
本路線は、阿倍野区、東住吉区、住吉区と３行政区にまたがり、ＪＲ阪和線沿いに位置する
延長約5.5km、標準幅員29mの都市計画道路である。
本路線は、整備の基本方針を『風かおる“みち”』とし、幅広い植樹帯などによる防災機能の
向上、ＪＲ阪和線各駅へのアクセス機能の強化及び交通の安全性向上、更に沿道の公園と
連携した緑豊かで潤いのある空間の創出と景観軸の形成など、様々な機能をあわせもつ道路
として整備を行うこととしている。

事業内容
・ 道路整備（新設）

延長 L=5520m

標準幅員 W= 29m 国道25号 ～ 木津川平野線：30m程度
木津川平野線～敷津長吉線 ：15m程度
敷津長吉線 ～ 大和川北岸線：10～20m程度（片側）

別紙１事業概要
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「天王寺大和川線」都市計画決定までの経過

大阪泉北線、大阪泉北付属街路１・2号線及びJR阪和線連続立体交差事業
： 都市計画決定告示

JR阪和線と高架一体構造で計画 （2階に鉄道、3階に高速道路）
昭和59年より大阪泉北線事業及びJR阪和線高架化事業が連携し、用地買収開始

大阪市会で「大阪泉北線の着工見合わせと構造再検討」請願採択
1月17日 阪神淡路大震災

JR阪和線連続立体交差事業着手
平成10年、大阪泉北線とJR阪和線を分離構造とし、JR阪和線高架化について、先
行着手を基本合意

大阪泉北線、大阪泉北付属街路の廃止、天王寺大和川線の追加：都市計画決定告示

天王寺大和川線 事業認可取得

JR阪和線高架化切替完了

「天王寺大和川線整備計画検討会議」、「天王寺大和川線みち・みどり会議」の開催

昭和56年7月

平成7年2月

平成11度

平成16年3月

平成17年3月

（参考）
平成18年5月

平成20年度～
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天王寺大和川線は、『風かおる“みち”』を整備基

本方針とし、緑豊かでアメニティあふれる街路とし

て公園と連携し、地域の方々のご意見を伺いなが

ら、整備計画策定を進めていくこととしている。

平成20年度より学識経験者で構成する「天王寺

大和川線整備計画検討会議」及び､地域の様々な

代表者により構成する「天王寺大和川線みち・みど

り会議」を開催し、地域住民の意見集約を図り、 基

本方針に沿った、具体の整備計画案策定に向けた

作業等を進めている。

＜開催実績（平成23年10月末時点）＞

天王寺大和川線整備計画検討会議

第1回 ：平成20年6月25日

第2回 ：平成20年9月10日

第3回 ：平成21年7月13日

第4回 ：平成22年3月3日

第5回 ：平成23年3月22日

第6回 ：平成23年10月26日

天王寺大和川線みち・みどり会議

各地域 約20回程度

（みち・みどり会議ではかわら版を発行）

天王寺大和川線事業における地域協働の取り組みについて

工事実施

提言を踏まえて大阪市にて「天王寺大和川線整備計画」の策定

天王寺大和川線 みち・みどり会議

「美章園地域」 「南田辺・鶴ヶ丘地域」 「長居・我孫子町地域」

● 天王寺大和川線みち・みどり会議は、整備基本方針に

基づいた整備素案に対する、地域ごとの意見をとりまとめ、

検討会議に提案する。

＜具体的な検討項目 例＞

＊幅員構成、道路空間・緑地空間のゾーン分け、駅前整備イ

メージ、地域と連携した維持管理についての方策等

■地元連合町会■地域の商工会■地域で活動している団体等

天王寺大和川線整備計画検討会議

● 検討会議は、整備基本方針及び天王寺大和川線み

ち・みどり会議の意見を踏まえ、「天王寺大和川線整備

計画について」の検討を行い大阪市に提言する。

■学識者 ■地域代表

整 備 基 本 方 針 『 風 か お る “ み ち ” 』
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整備計画に係る提案助言・意見聴取 等
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天王寺大和川線“みち・みどり会議区分”

 国道25号 ～木津川平野線： 30m程度

 木津川平野線～敷津長吉線 ： 15m程度

 敷津長吉線 ～大和川北岸線： 10～20m程度（片側）

延長 L=5520m

標準幅員 W= 29m
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当該路線
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本路線は、アメニティ豊かで緑が豊富な道路整備を目指し、整備前の段階から地域協働
で事業を進めているが、引き続き整備後における地域協働活動の実現に向けて、現在、地
域が主体となって様々活動に取り組んでおり、沿線地域の事業に対する関心も非常に高く、
早期の事業推進が期待されているとともに、地域コミュニティ育成や協働機運継続等の視
点において、さらに事業の重要性は高まっている。
また、本路線は、ＪＲ阪和線の高架化が完了後、広大な用地が確保されている状況と

なっており、ＪＲ阪和線各駅へのアクセス機能の強化、安全で快適な歩行者空間の形成に
ついて、期待が更に高まっている。

事業開始時（6年前） 現 在

・ＪＲ阪和線連続立体交差事業において、上
り線が高架切り替え完了済み、下り線の高
架化工事が施工中であった。

・ヒートアイランド現象の顕在化など、都市
環境の悪化が進み、快適で住みよい都市の
実現に向けて、アメニティ豊かな道づくり
を目指し、本路線整備に合わせ、大阪南部
の緑のネットワークの形成が必要であった。

社会経済情勢等の変化

・本事業においては、整備前の段階から地域協
働に取り組む等、従来の都市計画道路とは異
なる先進的な手法を用いて事業を進めている。
この地域協働の取り組みでは、道路整備後の
維持管理においても地域協働活動の実現を目
指している。

・ＪＲ阪和線連続立体交差事業が完了し、広大
な旧鉄道敷きの大部分を、天王寺大和川線予
定地として空地の状態で予定地管理している。

・平成17年度に「大阪市ヒートアイランド対策
推進計画」（平成23年3月改訂）が策定され
ており、この計画の中で“緑化の推進”が取
り組み施策の項目として挙げられていること
から、本路線整備による緑化推進、アメニ
ティ環境の向上等、大阪南部の緑のネット
ワークの形成の必要性は高まっている。
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事業費の見込み

【局の目標（何を目指すのか）】
○安全・安心で快適な市民生活、活力あふれる都市活動を支える
都市空間の実現

○地域主権確立の視点に基づく市民協働、都市間水平連携などの
仕組みづくり

■建設局運営方針

【経営課題】
○まちの渋滞の解消、道路ネットワークの向上など、都市活動を支
える都市計画道路の整備、ボトルネック踏切の解消などが長期化
し、効果の発現に時間を要している。

【戦略・取組】
○ＪＲ東海道線支線連続立体交差事業
○淀川左岸線２期整備
○連続立体交差事業（阪急京都線・千里線）
○都市計画道路の整備

建設局事業費の見込み（単位：億円）

街路事業費の見込み（単位：億円） 街路事業の進め方
【重点整備路線・完了期間宣言防災路線】
○用地取得率が高く、整備効果が早期に発現できる路線として重点的に
整備する。

○地震時における重点密集市街地の被害を軽減するため、防災環境軸の
核となる路線を重点的に整備する。

【他事業関連路線、鉄道・立体交差事業関連路線】
○他事業と連携して進めることが事業進捗上有利な箇所や、他事業の進
捗に合わせる必要がある路線に重点的に投資する。

【その他路線】
○積極的に買収は行わないが権利者の買取要望には対応。
○重点整備路線が完了しだい、次期重点整備路線として路線を抽出する。
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実際の進捗率

進捗率の推移（単位：％）

（見込み）

残事業の内容

・用地取得 31,400 ㎡

・道路工事（延長 5,520m）

・残事業費 約373億円

今後のスケジュール（見込み）

・平成29年度 事業完了予定

事業の進捗状況、今後の進捗の見込み

事業採択時の
想定進捗率
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重点化の考え方

各路線の進捗率（単位：％）

その他路線
重 点 整 備 路 線
完了期間宣言防災路線

用地取得率が高く、整備効果が早期に発現できる路線を重点整備路線に位置付け、完了時期を宣言し、重点的に財源を投入す
る。
重点整備路線以外のその他の路線のうち、進捗率が高い、あるいは事業遅延による影響が大きい路線については、予算の範囲

内で継続的に事業実施を行うものとし、それ以外の路線については、限定的な事業実施にとどめる。
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（先行取得会計を含む面積ベース）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

歌
島
豊
里
線

難
波
片
江
線

北
野
都
島
線

豊
里
矢
田
線
（
北
田
辺
）

天
王
寺
大
和
川
線

津
守
阿
倍
野
線

＊ ただし、天王寺大和川線については、完了期間宣言防災路線に位置付けている
起点（阿倍野区天王寺町南2丁目）から木津川平野線（同区文の里4丁目）まで
の延長1,400mの区間における進捗率



事業が長期化する理由（財政面以外）

・地域協働の取り組みにおける関係機関等との調整が難航すると、道路整備の進捗に影響を及ぼし、事業
が長期化する要因となる。

事業が長期化することで発生が想定される課題 課題への対応

（事業者の視点）

（利用者の視点）

事業が長期化することによる影響

・歩行空間の確保による歩行者の安全安心、ＪＲ阪
和線各駅へのアクセス機能の向上等について事業
効果の享受が遅れる。

・地域協働での取り組みによる地域コミュニティの
育成、地域や街全体に対する愛着の醸成に遅滞が
生じる。

・本事業は、整備前の段階から地域と協働しながら
事業を進めており、事業が遅延した場合には、地
域協働の機運が中断することとなり、これまでつ
ちかってきた信頼関係を失う要因となり、以後の
事業実施に支障を及ぼすこととなる。

・本路線の整備は、ヒートアイランド現象の軽減等、
都市環境の改善に寄与するものであるが、その事
業効果の発現が遅れる。

・沿線土地利用の高度化が遅滞することにより、地
域経済の活性化等についての事業効果の発現が遅
れる。
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・工事着手までの期間についても、継続した地域協
働の取り組みが実施できるよう、事業者側におけ
る体制等を整え、地域協働機運の持続や向上を図
る。

・事業効果及び地域状況等を踏まえて、整備の優先
順位をつけ、円滑な事業推進を図る。
また、優先順位に沿って、適宜整備を進め、整

備が完了した区間については、部分的に供用開始
を進め、歩行者の安心安全、都市環境改善及び地
域経済の活性化等について、早期の事業効果の発
現を図る。




